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1 びわこ奨学金援与式

2019年度のびわこ奨学生13名（県内大学の留学生10名、外国籍の大学生

3名）を決定し、7月7日に奨学金授与式を行いました。出席した留学生や大学
生からは「より一層学業を頑張り、世の中の役に立ちたい」「学業に加えて、地

域交流や国際交流にも積極的に参加したい」等の抱負が述べられました。

奨学生のみなさんについては、勉学だけでなく「びわこ奨学生ボランティア」

として地域の国際交流活動等での活躍が期待されています。

News ミシガン州立大学連合日本センター，
2 I 「大学生国際交流ワークショップ」を開催

E□ 2019年6月23日（日）l 3:00~ l 7:00 
E置ヨミシガン州立大学連合日本センター (JCMU)
EE口留学生および県内大学生44名

この度、公益財団法人滋賀県
国際協会の会長に就任いたしました

JCMUで日本語と日本文化などを学ぶ留学生28人と県内の大学生16

人が、8グループに分かれ、滋賀県発祥とも言われる「通称：飛び出し坊や」

を製作しました。英語や日本語で「髪や顔、服などは何色にするか？」「デザ

インはどうする？」「役割分担はどうするか？」などを話し合い、協働で作業を

することで、異文化理解やコミュニケーション能力の向上につながりました。

橋本和正でございます。 一ヽi
当協会では、「次世代のひとづくり～活力に満ちた

地域づくりを目指して～」を理念として、滋賀県域に
おける国際交流 ・ 協力の推進と多文化共生社会の
実現に向け、幅広い事業に取り組んでまいりました。
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カナダ

エミリ ー ラモンカルティナルさん
Emilie Lamont-Cardinal 
2017年度から滋賀県国際交流員に着任

①映画、美術、漫画、絵を描くこと、ダンス、外国語

②主に英語とフランス語への翻訳。出前講座で滋賀
県中の小学校などを訪れ、カナダのことを紹介する。
大人向けのプレゼンや料理教室も行います。観光
関係、通訳、JETプログラムの仕事も時々あります。

®京都から比叡山を登っ
て、滋賀県まで歩く（も
しくはその逆）。竹生島
に 行 く 。伊吹山登山。
長浜の西野水道に行く。

④全ての力を使って皆さ
んともっと良い滋賀県
を作っていきたいです。

｀ 9 ュ

2019年4月からは新たな在留資格に基づく外国
人材の受け入れが拡大されるとともに、2020年の東
京オリンピソク ・ パラリンピソクや2025年の大阪万博
の開催など、今後ますます本県を取り巻く国際化が
進展するものと見込まれます。このような状況の中、
歴代会長の思いをしっかりと受け継ぎながら、国際
化施策の推進のためより一 層努力する所存でござ
います。引き続き皆様のご理解、ご協力を賜りますよ

0 ぅ、よろしくお願い申し上げます。

ブラジル

ガブリエル ギマランイスさん
Gabriel Guimaraes 
今年度から滋賀県国際交流員に着任

①テレビゲーム・サイクリング

②もっといい翻訳者・通訳者になるためにネイティブと同じレベルの日本語力を身
に着けることを目指しています。滋賀県に貢献しながら、少しずつ言葉の壁をなく
し、その理想に近づいて行きたいです！今はまだ遠い目標かもしれません力又達成
できるように日々努力して参ります！

®雪が見たい！琵琶湖を一周したい！日本の最先端
のゲームを満喫したい！歴史が好きなので博物館
などに行って日本史のことをもっと詳しくなりたい！

④最初は不慣れなこともあり、ご迷惑をおかけする
かもしれませんが、滋賀県で過ごす時問を大切に
して、仕事と私生活の両方を充実させていけたら
と思っています！どうぞよろしくおねがいします！












